
  

 

 

 
 
３． 運転士と車掌の相互運用については、目的を明確にした上で、要員補充として行わないこと。また、実施する箇所で教育・

訓練を実施すること。 

（回答） これまでの役割分担にとらわれない柔軟な働き方を進め、成長意欲・チャレンジを具現化できるフレキシブルな組織で

一人ひとりの活躍フィールドを広げていく考えである。なお、社員の運用については、就業規則に則り取り扱うこととな

る。また、必要な教育・訓練は実施している。 

４． 熱海駅における本線運転士による分割併合作業について、ダイヤ改正提案時に対象となる列車および作業内容が具体的に

示されなかった。ダイヤ改正の提案時には関係する作業も含めて具体的に示すこと。また当該作業は乗務員勤務のどの労

働時間で区分するのか明らかにすること。 

（回答） 関係箇所と調整のうえ、必要な周知・教育は行っていく。また、行路の一部に設定される「その他時間」において、分割併

合作業を実施する考えである。 

 

 
 

 

 

  

組 合 会 社 

相互運用を行う目的は何か？ 

統括センターの想いとして行うものか？ 

目的は回答に記載したものである。相互運用は支社として 

制約は設けておらず、各統括センターの判断で行うものだ。 

相互運用を担う社員に対する希望把握、意識付け、慫慂は

丁寧に行っているのか？ 

意識付けや慫慂についてはしっかりと行っていくもの。本人

の希望については、１００％の一致は難しいが、会社の想い

と本人の想いを近づけていくことが大切だと考えている。 

統括センター内で複数の乗務ユニットがある場合、ユニッ

トをまたぐ相互運用の目的は何か？ 

先に回答した目的と同一である。 

統括センターエリアをまたぐ乗務員区同士の兼務がかつ

てあったが、現在は解消されているのか？ 

正確には持ち合わせていないが、今のところはないと考えて

いる。 

欠員補充や代務を目的とした相互運用はあり得るのか？ 

 

社員の成長に資する部分が主目的であり、一時的なものを除

いて、要員確保を目的とした相互運用は行わない。 

相互運用の担務に必要な資質管理や教育・訓練は、各乗

務員区、ユニット毎にしっかりと行うのか？ 

教育・訓練や適性検査についてしっかりと管理をしていく。 

「活躍フィールドを広げる」という中には、代務要員と

して何でもできるという意味も含まれているのか？ 

マルチに活躍できる、という思いは会社も持っている。現実

もあるので、まずは出来るところからと考えている。 

業務内容の差により、「切り替え」が大切と考えるがどう

か？ 統括センターの勤務作成時も留意するのか？ 

特に安全に関わる業務については、切り替えの難しさを踏ま

えた判断を行っていく。 

会社が回答した想いと、現場で操配をしている当直など

の想いとが乖離していないか？ 

要員が潤沢にいるとは思っていない。休日出勤をしていただ

いている現状も理解している。 

新しいチャレンジをするためにも、余力がなければ見習

いも進められない。しっかり人を配置するべきだ。 

必要な要員の配置はしっかりと行っていく考えだ。 

相互運用の先に、運転士と車掌とが、エンド交換せずに

列車を運行していく形態などもめざすのか。 

現状ではそのような考えではない。効率性、生産性、安全面

など様々な要素がある。 

組 合 会 社 

提案以降で具体的な作業が決まっていれば示されたい。 ３０２１Ｍの分割と、３０２４Ｍの併合である。 

労働条件のひとつであるのに、提案時に示せないのか？ グループ会社と調整中の事項があり、示せなかった。 

「その他時間」の乗務員が、再連結作業などでハンドル

を持つ場合に、乗務手当（時間額）の差はないのか？ 

異常時に関する取扱いと、手当に関しては手持ちがないので、

区別議論の中で示していく。 

ダイヤ改正以降、熱海駅では引き上げを伴う分割併合作

業や入換は行わないという認識で良いか？ 

定期列車での引き上げを伴う作業は無くなる。異常時に備え

た訓練は必要だが、どの程度必要となるか見通せない。 

熱海事務所における、Ｅ２５７系の分割併合作業の訓練に

ついては順調に進んでいるのか？ 

順調に進んでいる。２月もペースアップし、熱海駅でも訓練

を行う。ダイヤ改正までに訓練を終えていく。 

２ ０ ２ ５ 年 ２月 ６日 
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